
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

般
若
心
経
と
サ
イ
科
学

　
　
　
　
講
師
　
岩
根
　
和
郎 

氏

今
回
の
講
演
で
は
、
拙
著
「
暗
号
は

解
読
さ
れ
た　

般
若
心
経
」（
献
文
舎
）

を
中
心
と
し
て
、
サ
イ
科
学
と
の
関
係

に
ま
で
言
及
し
ま
す
。
拙
著
は
「
般
若

心
経
は
暗
号
で
あ
る
」
と
の
立
場
か
ら
、

深
い
瞑
想
に
よ
り
、
現
代
用
語
に
よ
っ

て
読
み
解
い
た
も
の
で
す
。

暗
号
で
あ
る
が
故
に
、
決
し
て
情
緒

的
に
は
書
か
れ
て
居
ら
ず
、
数
学
の
よ

う
に
極
め
て
論
理
的
に
緻
密
に
書
か
れ

て
お
り
、
2
6
2
文
字
に
無
駄
な
文
字

は
一
つ
も
無
く
、
ま
っ
た
く
矛
盾
無
く
、

見
事
な
全
体
の
整
合
性
を
保
っ
て
読
み

解
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

解
釈
の
要
と
な
る
「
空
」
は
実
体
そ

の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
間
の
精
神

性
の
本
質
と
同
一
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
生
命
活
動
を
営
む
環
境
と
し
て
の「
空

相
」
が
用
意
さ
れ
、
そ
こ
は
時
間
空
間

を
超
越
し
、
善
悪
を
超
越
し
た
絶
対
価

値
体
系
で
あ
り
、
諸
行
無
常
の
存
在
の

背
後
に
あ
っ
て
、
変
化
変
容
を
超
越
し

た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

現
象
の
世
界
は
「
非
実
在
の
世
界
」

で
あ
り
、
空
で
あ
る
「
実
在
の
世
界
」

と
は
明
確
に
分
離
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
「
宇
宙
モ
デ
ル
」
を
示
し
、

そ
こ
に
サ
イ
科
学
と
の
接
点
を
示
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

※�「
般
若
心
経
」
を
暗
号
と
考
え
、
深

く
研
究
し
た
画
期
的
な
書
籍
の
内
容

を
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
く
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
岩
根
和
郎
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
十
八
年
（
1
9
4
3
年
）
二
月

四
日　

宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
。

大
学
で
は
物
理
学
を
専
攻
。
国
立
研

究
機
関
に
お
い
て
、「
視
覚
」「
認
識
」

と
い
う
医
学
・
工
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

領
域
の
研
究
に
従
事
。
退
官
後
は
「
人

工
知
能
」
と
「
W
e
b
上
の
パ
ラ
レ
ル
・

ワ
ー
ル
ド
」
を
実
現
す
べ
く
起
業
し
現

在
に
至
る
。
科
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、

古
今
東
西
の
哲
学
、
思
想
、
宗
教
、
歴

史
に
精
通
す
る
と
と
も
に
精
神
宇
宙
を

深
く
探
求
・
解
明
さ
れ
た
希
有
な
る「
文

化
家
」。
市
井
に
身
を
置
き
企
業
経
営

者
・
家
庭
人
と
し
て
、
徹
底
し
て
「
現

実
主
義
」
を
貫
い
て
い
る
。

六
月
通
常
総
会
出
欠
葉
書
の

ご
返
送
の
お
願
い

※�

来
る
六
月
通
常
総
会
の
た
め
の
、
賛

助
会
員
、
維
持
会
員
、
正
会
員
に
対

す
る
「
出
欠
用
」
と
欠
席
者
の
た
め

の
「
委
任
状
」
を
兼
ね
た
ハ
ガ
キ
が

今
回
同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

必
ず
6
月
3
日
ま
で
に
ご
投
函
願
い

ま
す
。（
忘
れ
な
い
う
ち
に
お
早
め
に

お
願
い
致
し
ま
す
。）

今
月
号
の
記
事

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
六
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
例
会
予
告

◎
第
24
回
全
国
大
会
研
究
発
表
募
集

◎
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
22
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
平
成
25
年
4
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
八
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
八
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
「
オ
ー
ブ
」
の
撮
影
と
そ
の
性
質

◎
霊
姿
現
象
に
つ
い
て
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日
時　

平
成
26
年
5
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
六
万
円
也　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
三
万
円
也　
　
　

佐
藤
千
恵
子　

様

金
二
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
一
万
一
千
円
也　

屋
敷　

益
男　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
一
万
円
也　
　
　

久
保
千
壽
子　

様

金
一
万
円
也　
　
　

増
本　

勝
久　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
三
千
円
也　
　
　

福
光　

康
彦　

様

金
一
千
円
也　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

佐
藤
ひ
ろ
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

今
田　

恵
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

岩
谷　

好
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

寺
嶋　

崇
惠　

様

金
一
千
円
也　
　
　

青
木　

保
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

片
山　

政
記　

様

金
一
千
円
也　
　
　

中
野　

俊
子　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

気
で
読
み
と
る
鬱
積
感
情
、

霊
障
と
そ
の
治
療

　
　
　
　
講
師
　
橋
本
　
和
哉 

氏

日
時　

平
成
26
年
5
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
例
会
の
お
知
ら
せ

よ
み
が
え
る
や
ま
と
・
古
事
記

以
前
の
日
本

　
　
　
　
講
師
　
平
岡
　
憲
人 

氏

日
時　

平
成
26
年
6
月
21
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
例
会
の
お
知
ら
せ

放
射
能
分
解
理
論
の
発
見
と
可

能
技
術
の
数
々

　
　
　
　
講
師
　
高
尾
　
征
治 

氏

日
時　

平
成
26
年
7
月
19
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

�

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
24
回
全
国
大
会
発
表
募
集

　

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
北
と
ぴ
あ
に
て
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
は
「
サ
イ
と
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天
変
地
異
」）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発

表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

天
変
地
異
に
関
し
て
な
く
て
も
O
K
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い

発
見
、
現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ

ー
タ
取
り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、

偶
発
現
象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）

の
目
撃
と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々

な
サ
イ
現
象
の
仮
説（
理
論
）な
ど
「
サ

イ
」
に
関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結

構
で
す
の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究

成
果
を
ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

研
究
発
表
の
予
稿
集
原
稿
は
、
後
日

今
年
度
の
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
に
も

掲
載
さ
れ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

※ 

午
後
一
時
半
か
ら
30
分
の
通
常
総
会

後
、
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。

六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学

　
　
　
　
　
講
師
　
秦
　
西
平 

氏

秦
西
平
師
は
天
与
の
才
能
と
超
人
的

な
努
力
で
、
少
林
寺
気
功
を
究
め
ま
し

た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
座
禅
・

瞑
想
を
主
軸
と
す
る
禅
宗
も
修
し
た
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
他
、
老
子
の

道
教
、
周
易
、
孔
子
の
儒
教
を
学
び
、

中
医
（
東
洋
医
学
）
を
研
鑚
し
、
現
代

科
学
も
身
に
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
気
功

の
実
践
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
現
象
・
事

実
は
、
現
代
科
学
の
範
疇
で
は
説
明
不

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
超
科
学
」
を

提
唱
し
、
目
に
は
見
え
な
い
世
界
を
科

学
的
に
説
明
す
る
、「
九
次
元
宇
宙
模
型

と
陰
性
物
質
学
」
を
編
み
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
内
気
功
・
外
気
功
に
よ
っ
て
、

人
体
・
生
命
が
調
和
を
取
り
戻
し
、
健

康
に
な
る
こ
と
も
、
現
代
医
学
の
範
疇

で
は
説
明
が
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
中

医
学
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
超

え
た
宇
宙
生
命
哲
学
と
も
い
う
べ
き「
新

病
気
学
」
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

師
の
理
念
の
根
本
原
則
は
、

『
人
の
発
す
る
「
気
」
の
正
体
は
、「
意

識
」
で
あ
る
と
同
時
に
、「
物
質
」
で
あ

る
。
電
磁
波
の
様
に
「
場
」
を
持
ち
、「
周

波
数
」
と「
情
報
」
を
持
っ
た
「
人
間
の

生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
あ
り
、「
具
体
的

内
容
」
と「
方
向
性
」
を
持
ち
、
特
殊
な

「
物
理
的
効
能
」
を
持
っ
た
、
特
殊
な
物

質
で
あ
る
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、『
意
識
は
6
層
の
多
層
次
構
造
を

な
し
て
お
り
、「
人
体
」
と「
意
識
」
と

「
宇
宙
」
は
「
全
息（
ぜ
ん
そ
く
）
律（
り

つ
）（
部
分
に
全
体
の
情
報
が
含
ま
れ
て

い
る
関
係
）」に
対
応
し
て
い
る
』

※�

中
国
か
ら
日
本
に
来
ら
れ
た
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
気
功
師
の
講
演
会
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人

を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い

ま
す
。

●
秦 
西
平 

氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
中
国
西
安
生
ま
れ
。

千
五
百
年
前
、
禅
宗
の
開
祖
、
達
磨

大
師
が
面
壁
9
年
の
座
禅
を
行
し
た
名

刹
、
嵩
山（
す
う
ざ
ん
）少
林
寺
で
、
長

年
の
想
像
を
絶
す
る
修
行
を
継
続
し
28

日
間
の
断
食
、「
一
〇
〇
日
大
閉
関（
だ

い
ひ
か
ん
）」
を
達
成
。
若
干
22
歳
で
第

34
代
最
高
師
範
と
な
る
。

少
林
寺
武
術
（
硬
気
功
）
の
達
人
で

あ
り
、
自
身
を
健
康
に
す
る
内
気
功
は

も
ち
ろ
ん
、
他
人
の
病
を
、
直
に
ま
た

は
遠
隔
で
治
す
（
外
気
功
）
の
達
人
で

も
あ
る
。
中
国
国
家
主
任
中
医
師
、
東

洋
医
学
博
士
で
も
あ
り
、
一
方
で
、
西

安
理
工
大
学
出
身
で
も
あ
り
、
省
と
市

か
ら
4
つ
の
科
学
賞
を
授
与
さ
れ
、
熱

処
理
学
会
の
副
会
長
を
務
め
た
。

1
9
9
3
年
中
国
政
府
派
遣
の
国
費

研
究
員
と
し
て
二
度
目
の
来
日
、
東
京

大
学
工
学
部
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
室
で

研
究
。
高
級
工
程
師
資
格
（
教
授
相
当

技
師
）。
2
0
0
0
年
世
界
初
の
気
功
麻

酔
に
よ
る
抜
歯
手
術
（
寺
川
國
秀
歯
学

博
士
執
刀
）
に
成
功
。
医
学
界
・
気
功

界
の
双
方
か
ら
注
目
さ
れ
る
。
全
日
本

少
林
寺
気
功
協
会
会
長
。
西
安
体
育
大

学
客
員
教
授
。
3
回
の
世
界
気
功
養
生

中
医
易
学
武
道
総
合
大
会
を
主
催
。「
少

林
寺
気
功
理
論
」
な
ど
6
冊
の
本
を
出

版
す
る
。

日
時　

平
成
26
年
6
月
8
日
（
日
）

　
　

午
後
1
時
半
～
2
時　

通
常
総
会

　
　

午
後
2
時
～
5
時　

講
演



会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

※�

二
月
本
部
例
会
が
大
雪
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
同
じ
講
師
・

同
じ
内
容
で
、
七
月
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明

～
オ
ー
ブ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
～

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

　
　
　
　（
特
異
能
力
研
究
所
代
表

�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

何
も
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
空
間

か
ら
、
物
を
叩
く
音
が
発
生
す
る
現
象

を
ラ
ッ
プ
音（
r
a
p
＝
叩
音
）と
呼
び
、

昔
か
ら
霊
魂
が
出
現
す
る
と
き
の
音
で

心
霊
現
象
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
海
外
で
は
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ

ス
ト
現
象
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
未
だ
に
そ
の
音
の
発
生
原
因

は
不
明
で
あ
り
、
正
体
は
定
か
で
あ
り

ま
せ
ん
。

ラ
ッ
プ
音
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
、
割
り
箸
が
折
れ
る
よ
う
な
音
、

ハ
ン
マ
ー
で
物
体
を
叩
い
て
い
る
よ
う

な
音
、
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
音
、
足
音

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

日
々
、
こ
れ
ら
ラ
ッ
プ
音
に
怯
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
住
人
達
の
訴
え
に
よ
り
、

テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
を
兼
ね
て
、
現
場

に
特
殊
な
撮
影
機
器
及
び
物
理
的
測
定

機
器
を
準
備
し
て
調
査
、
徹
底
観
測
、

撮
影
を
敢
行
し
ま
し
た
。

想
定
さ
れ
る
原
因
の
仮
説
と
し
て
し

て
は
、
①
人
工
電
磁
波
説
、
②
ウ
オ
ー

タ
ー
ハ
ン
マ
ー
現
象
説
、
③
建
築
建
材

工
法
説
、
④
低
周
波
に
よ
る
振
動
、
共

鳴
説
、
⑤
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
現
象
説
、

⑥
オ
ー
ブ
に
よ
る
心
霊
現
象
説
、
等
々
。

建
築
家
や
音
響
専
門
家
た
ち
に
現
場
の

立
ち
会
い
を
依
頼
し
、
家
屋
の
構
造
調

査
や
建
材
等
の
音
響
実
験
、
音
源
の
分

析
等
に
よ
る
検
証
を
試
行
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
住
人
の
心
理
状
態
の
意
識
調
査

も
行
い
ま
し
た
。

検
証
の
結
果
、
ラ
ッ
プ
音
の
発
生
に

は
オ
ー
ブ
が
介
在
し
て
霊
的
な
可
能
性

が
大
で
あ
り
、
し
か
も
オ
ー
ブ
が
何
ら

か
の
意
思
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
ま
す
。

“
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
〟
ラ
ッ
プ
現

象
が
頻
発
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
現
場

の
実
態
を
ビ
デ
オ
で
収
録
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が

ら
、
考
察
を
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
土
地
に
は
良
し
悪
し
が
あ
り
、

住
居
に
は
避
け
た
い
土
地
に
関
し
て
も

お
話
し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
長
年
東
京
キ
ー
局
の
チ
ー
フ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
心
霊
現
象
や
能
力

者
に
関
し
て
科
学
的
検
証
も
含
め
た
多

く
の
番
組
を
制
作
し
て
こ
ら
れ
た
講
師

な
の
で
、
興
味
深
い
お
話
が
沢
山
紹
介

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
は

ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
ご
参
加

願
い
ま
す
。

●
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
8
年
2
月
、
東
京
生
ま
れ
。

東
京
写
真
大
（
現
東
京
工
芸
大
）
卒
後
、

慶
応
大
で
哲
学
、
心
理
学
を
専
攻
。

T
V
局
勤
務
、
チ
ー
フ�

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
、
部
長
と
し
て
多
数
の
番
組
制
作
に

永
年
携
わ
る
。
定
年
退
社
後
、
T
V
制

作
会
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
多
数
の

放
送
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
制
作
。

大
学
や
企
業
研
修
の
講
師
な
ど
も
務
め
、

特
異
能
力
研
究
会
を
主
宰
し
て
意
識
と

サ
イ
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
著
に
神
社
仏
閣
50
選
「
ご
利
益
さ

ま
」
縁
結
び
編
。

日
時　

平
成
26
年
7
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
22
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

第
8
回
　
U
F
O
・
O
R
B
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
　
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
　

　
「
地
球
人
一
人
ぼ
っ
ち
説
」
か
ら

　
「
宇
宙
人
て
ん
こ
盛
り
説
」
へ

● ❹●



コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
は
天
動
説
か
ら

地
動
説
へ
の
転
換
に
あ
っ
た
!

現
在
進
行
形
の
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

革
命
と
は
「
地
球
人
一
人
ぼ
っ
ち
説
」

か
ら
「
宇
宙
人
て
ん
こ
盛
り
説
」
へ
の

転
換
で
あ
る
。
ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙
望
遠
鏡
、

ケ
プ
ラ
ー
宇
宙
望
遠
鏡
等
の
発
見
の

数
々
は
こ
の
宇
宙
に
は
た
く
さ
ん
の
銀

河
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
地
球
型
惑
星

が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
。

ジ
ォ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
の
復

権
⁉　

最
新
の
U
F
O
・
オ
ー
ブ
情
報

を
紹
介
し
、
さ
あ
て
、
第
2
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
革
命
を
論
じ
ま
し
ょ
う
か
⁉

日
時　

平
成
26
年
7
月
21
日
（
月
）

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0�

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」
行

で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

一
般
会
費　

一
〇
〇
〇
円

会
員
会
費　
　

五
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
会
員
）

※
会
費（
会
員
・
非
会
員
）が
変
更
に
な

り
ま
し
た
!　

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）�

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
4
月
本
部
例
会
報
告

宇
宙
図
書
館
（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ

ー
ド
）
か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み

と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―

　
　
　
講
師
　
大
野
　
百
合
子 

氏

今
日
は
、「
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と

い
う
も
の
か
ら
見
た
私
た
ち
人
間
存
在

と
は
何
か
?
」
と
か
、「
宇
宙
は
ど
う
い

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
か
?
」
と

か
、
そ
ん
な
お
話
を
前
半
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
か
ら
、
後
半
は
実
際
に
皆
さ
ん

で
呼
吸
法
を
や
っ
た
後
、「
ブ
ッ
ク
・
オ

ブ
・
ラ
イ
フ
」
と
い
い
ま
し
て
、
ご
自

身
の
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
、
す
な
わ

ち
過
去
世
に
行
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
20
年
前
に
初
め
て
ア
メ
リ
カ
人

の
ゲ
リ
ー
・
ボ
ー
ネ
ル
氏
に
会
う
ま
で

は
、「
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
」
の
「
ア

カ
」
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
も
最

初
は
「
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
」
に
つ

い
て
懐
疑
的
で
し
た
が
、
ゲ
リ
ー
・
ボ

ー
ネ
ル
氏
の
講
演
会
な
ど
の
通
訳
を
し

な
が
ら
、
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
こ
と

を
体
験
し
て
、
信
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
個
人
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
参
加
者
が

い
ろ
い
ろ
質
問
を
し
た
と
き
に
、
ゲ
リ

ー
・
ボ
ー
ネ
ル
氏
は
そ
の
人
の
過
去
世

や
未
来
の
こ
と
な
ど
、
本
人
は
何
も
言

っ
て
い
な
い
の
に
、
ズ
バ
ズ
バ
と
明
確

に
答
え
ら
れ
る
の
で
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

ゲ
リ
ー
・
ボ
ー
ネ
ル
氏
の
情
報
の
確

か
さ
と
、
彼
の
解
答
に
よ
っ
て
、
相
談

者
の
人
生
が
楽
に
な
る
の
を
目
の
辺
り

に
し
て
、
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
の
存

在
に
つ
い
て
、
次
第
に
信
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と
は
何
か
?

と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
今
は
説
明
し

や
す
い
の
で
す
が
、
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ

ー
ド
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
も

の
だ
と
言
え
ま
す
。
宇
宙
の
図
書
館
、

情
報
の
貯
蔵
庫
み
た
い
な
も
の
で
、
5

次
元
、
6
次
元
あ
た
り
に
あ
り
ま
す
、

一
種
の
ク
ラ
ウ
ド
、
す
な
わ
ち
巨
大
な

デ
ー
タ
バ
ン
ク
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
は
ス
マ
ホ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
得
ら
れ
ま
す
が
、
そ

れ
と
同
じ
こ
と
を
実
は
私
た
ち
人
間
の

意
識
も
や
っ
て
い
て
、
皆
さ
ん
一
人
一

人
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
端
末
そ
の
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
今
日
や
っ
た
事
、
そ

の
や
っ
た
事
に
関
し
て
ど
ん
な
感
情
、

ど
ん
な
思
い
を
も
っ
た
か
に
つ
い
て
、

す
べ
て
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
記
録

さ
れ
、
必
要
と
あ
れ
ば
自
分
の
情
報
だ

け
で
な
く
、
他
の
人
の
情
報
も
読
め
ま

す
。み

な
さ
ん
は
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド

を
読
め
て
い
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
実
は
全
員
が
読
め
て
お
り
ま

す
。
た
だ
そ
れ
は
無
意
識
に
読
ん
で
い

る
の
で
気
付
き
ま
せ
ん
が
、「
ア
カ
シ
ッ

ク
レ
コ
ー
ド
を
読
む
」
と
い
う
の
は
、
意

識
的
に
顕
在
意
識
で
あ
の
人
の
こ
う
い

う
情
報
を
得
よ
う
と
い
っ
て
、
ア
ク
セ

●❺ ●



ス
し
て
、
そ
の
ク
ラ
ウ
ド
の
デ
ー
タ
バ

ン
ク
、
す
な
わ
ち
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー

ド
か
ら
情
報
を
得
ら
れ
る
と
い
う
の
が

「
ア
カ
シ
ッ
ク
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」で
す
。

皆
さ
ん
は
夜
見
る
夢
の
中
で
ア
カ
シ

ッ
ク
レ
コ
ー
ド
を
読
ん
で
い
ま
す
。
夢

の
中
で
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
起
承
転
結
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
の
に
時
代
が
今
で
は
な
い
、
と
い
う

夢
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
過
去
世
の

記
録
を
見
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
こ
こ
で
前
世
療
法
、
退
行
療
法
の
短

い
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
目
を
つ
む
っ
て
鼻
か
ら
息
を
吸
っ
て
、

口
か
ら
息
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。」

「
そ
の
と
き
の
思
い
は
純
粋
な
気
を
吸

い
込
ん
で
、
そ
し
て
体
の
中
の
疲
れ
や

緊
張
を
吐
き
だ
し
ま
す
。」
×
3
回
。

「
目
の
前
に
ド
ア
が
あ
り
ま
す
。」

「
ド
ア
の
形
状
を
し
っ
か
り
見
て
、
ド

ア
を
開
け
て
部
屋
の
中
に
入
り
ま
す
。」

「
ド
ア
は
手
前
に
引
き
ま
す
か
、
向
こ

う
に
押
し
ま
す
か
?
」

「
部
屋
の
中
に
入
っ
た
ら
、
中
に
椅
子

が
あ
る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。」

「
そ
れ
は
ど
ん
な
椅
子
で
し
ょ
う
?
」

「
次
第
に
部
屋
の
様
子
を
感
じ
始
め
ま

す
。
部
屋
の
中
に
あ
る
と
思
う
物
を
思

い
描
い
て
く
だ
さ
い
。」

こ
ん
な
感
じ
で
退
行
催
眠
を
や
り
ま

す
が
、
部
屋
の
中
に
あ
っ
た
椅
子
が
何

か
今
回
の
人
生
で
出
会
っ
た
こ
と
の
な

い
方
が
大
部
分
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
ご
自
身
の
過
去
世
に
入
っ
て
い
る

の
で
す
。
と
言
う
よ
う
に
私
た
ち
は
簡

単
に
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
出
た
り

入
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
は
集
合
的

無
意
識
に
あ
た
る
国
民
、
部
族
か
ら
、

個
人
の
一
人
一
人
の
魂
と
肉
体
の
旅
の

出
来
事
と
そ
の
と
き
の
反
応
ま
で
全
部

記
録
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
と
ビ
ッ
グ
バ
ン

の
後
の
宇
宙
の
歴
史
ま
で
神
秘
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
か
ら
見
た
私

た
ち
は
ど
う
い
う
存
在
な
の
か
?

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
よ
り
ま
す

と
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
に
よ
り
宇
宙
が
生
ま

れ
た
と
き
、
2
種
類
の
形
態
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
大
元
は
1
つ
で
あ
っ
て
、
そ

こ
か
ら
陰
陽
の
2
種
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
分
か
れ
た
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

大
元
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
「
エ
ー
テ
ル

プ
ラ
ズ
マ
物
質
」
と
か
「
非
物
質
物
質
」

英
語
で
言
い
ま
す
と
、「non-m

atter-
m
atter

」
と
呼
ば
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

す
べ
て
が
で
き
て
い
る
、
と
い
う
の
が

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
の
情
報
で
す
。

物
理
学
の「
超
ひ
も
理
論
」
の“
超
ひ

も
〟
に
あ
た
る
も
の
が
「
エ
ー
テ
ル
プ
ラ

ズ
マ
物
質
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
物
質

で
は
な
く
て
、
質
量
も
な
い
大
元
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。「
ダ
ー
ク
マ
タ

ー
」「
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
も
あ
た

る
も
の
で
、「
エ
ー
テ
ル
プ
ラ
ズ
マ
物
質
」

は
大
き
さ
が
様
々
あ
っ
て
、
そ
の
一
つ

の
単
位
は
太
陽
系
く
ら
い
の
巨
大
な
レ

ベ
ル
の
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
素
粒
子

レ
ベ
ル
の
微
小
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ビ
ッ
グ
バ
ン
で
生
ま
れ
た
2
つ
の
物

質
の
う
ち
の
一
つ
は
魂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

一
つ
は
進
化
す
る
物
質
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
中
国
の
太
極
図

　
　
　

に
よ
り
ま
す
と
、
魂
の
ほ
う
が

陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
進
化
す
る

物
質
の
ほ
う
が
陰
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

り
ま
す
。

魂
の
方
は
永
遠
不
滅
で
一
貫
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
お
一
人
お
一
人
の
中
に

そ
の
魂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
宿
っ
て
い
る
、

そ
れ
を
宗
教
的
に
言
い
ま
す
と
、
神
道

で
い
う
分
け
御
魂
、
仏
教
で
い
う
と
こ

ろ
の
仏
性
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
キ
リ
ス

ト
意
識
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
進
化
す
る
物
質
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
手
を
摩
擦
し
て
気
を
感
じ

る
状
態
に
し
て
、
例
え
ば
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
に
近
づ
け
る
と
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

の
手
前
で
抵
抗
を
感
じ
る
場
所
が
あ
り
、

そ
れ
が
エ
ー
テ
ル
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
っ
て
、
そ
れ
も
進
化
す
る
物
質
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
入
り
ま
す
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
で
は
、
魂
の

ほ
う
を
「
ト
ラ
イ
ア
ー
ド
」、
進
化
す
る

物
質
の
ほ
う
を
「
ダ
イ
ア
ー
ド
」
と
ゲ

リ
ー
・
ボ
ー
ネ
ル
氏
が
名
付
け
ま
し
た
。

「
ト
ラ
イ
」
は“
3
〟
を
意
味
し
、「
意

識
」
と「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と「
聖
な
る
衝

動（divine�urge

）」
で
で
き
て
い
る
の

が
魂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、「
ダ
イ
」
は“
2
〟

を
意
味
し
、「
身
体（
物
質
）」
と「
進
化

し
種
を
保
存
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
で

き
て
い
る
の
が
進
化
す
る
物
質
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
り
ま
す
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
で
は
、“
人
間
〟

と
い
う
の
は
魂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
球

に
や
っ
て
き
て
、
進
化
す
る
肉
体
に
宿

っ
た
存
在
だ
と
理
解
し
ま
す
。「
聖
な
る

衝
動
」
と
は
、
一
種
の“
カ
ー
ナ
ビ
シ
ス

テ
ム
〟
の
よ
う
な
も
の
で
、「
自
宅
に
帰
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る
」
と
設
定
す
る
と
車
は
自
宅
に
帰
る

よ
う
に
ガ
イ
ド
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
と

同
様
に
魂
は
源
を
知
っ
て
い
て
、
自
分

が
一
番
先
に
生
ま
れ
た
大
元
を
知
っ
て

い
て
、
そ
こ
に
必
ず
戻
る
の
で
す
。
ど

ん
な
酷
い
こ
と
を
し
た
人
間
で
さ
え
も

内
側
に
は
永
遠
不
滅
の
魂
が
宿
り
、
そ

の
魂
は
か
つ
て
の
源
に
戻
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
の
で
す
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
よ
り
ま
す

と
、
私
た
ち
人
類
は
ど
こ
か
ら
来
た
か

と
申
し
ま
す
と
、
宇
宙
か
ら
似
た
も
の

同
士
が
ソ
ウ
ル
グ
ル
ー
プ
と
し
て
地
球

に
や
っ
て
き
て
、
地
球
体
験
を
観
察
す

る
た
め
に
地
球
に
入
り
ま
す
。
始
め
は

12
個
の
魂
が
地
球
の
周
り
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
造
り
ま
す
。（
写
真
の
手
に
持
っ

て
い
る
モ
デ
ル
→
開
く
と
大
き
な
球
体

モ
デ
ル
と
な
る
。）一
人
一
人
は
12
個
の

ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
の
内
の
好
き
な
ゲ
ー
ト

か
ら
入
り
ま
す
。

地
球
の
中
に
入
り
肉
体
に
宿
っ
た
後
、

あ
ま
り
に
も
地
球
体
験
が
魅
力
的
だ
と

元
に
戻
れ
な
く
な
る
の
で
、
地
球
に
入

る
と
き
に
似
た
魂
同
士
が
男
性
性
、
女

性
性
の
ペ
ア
を
造
り
ま
す
（
ツ
イ
ン
ソ

ウ
ル
）。
魂
は
元
々
男
性
性
、
女
性
性
は

な
い
の
で
、
役
割
と
し
て
、
男
性
性
、

女
性
性
が
で
き
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
2
0
1
2
年

の
冬
至
か
ら
集
合
意
識
が
変
わ
っ
て
い

く
と
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
は
書
か

れ
て
い
ま
す
。
集
合
意
識
が
こ
の
時
期

か
ら
分
離
か
ら
統
合
に
、
二
元
か
ら
一

元
に
変
わ
っ
て
行
き
ま
す
。
皆
さ
ん
は

そ
う
い
う
大
事
な
時
代
に
生
き
て
お
り

ま
す
の
で
、
肉
体
を
大
事
に
し
て
く
だ

さ
い
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
で
は
、「
魂
の

意
識
は
同
時
存
在
時
間
を
生
き
る
。」
と

説
明
し
ま
す
。
こ
こ
が
難
し
い
と
こ
ろ

な
の
で
す
が
、
同
時
存
在
時
間
と
い
う

の
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
の
直
線
時
間

に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
全
地
球
の
全
転
生
が（
写
真
の
）

モ
デ
ル
の
よ
う
な
も
の
で
、
例
え
ば
あ

る
人
が
地
球
上
で
8
回
の
転
生
を
す
る

と
し
ま
す
。
魂
の
成
長
の
た
め
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
で
避
け
ら
れ
な
い
出
来
事
も

設
定
し
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
似
た

人
生
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
生
を

設
定
し
ま
す
。

ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
で
人
間
の
構

造
を
説
明
し
ま
す
と
、
我
々
人
間
は
、

永
遠
不
滅
の
魂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー「
ト
ラ

イ
ア
ー
ド
」（
象
徴
は
逆
三
角
形
）
が
、

地
球
生
ま
れ
の
肉
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー「
ダ

イ
ア
ー
ド
」（
象
徴
は
三
角
形
）
と
ド
ッ

キ
ン
グ
し
て
（
象
徴
と
し
て
、
2
つ
の

三
角
形
が
上
下
の
位
置
で
一
部
重
な

る
）、
成
立
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

輪
廻
転
生
し
て
い
き
ま
す
。
地
球
上
で

進
化
し
た
肉
体（「
ダ
イ
ア
ー
ド
」）
も

動
物
の
段
階
か
ら
人
間
ま
で
進
化
し
て

い
く
段
階
で
、
大
い
な
る
智
恵
を
も
っ

て
い
ま
す
。

肉
体
は
同
じ
血
族
の
中
で
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
例
え
ば
私
の
肉
体
は
母
方

の
祖
母
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
す
が
、
魂

の
方
の
直
前
の
生
は
、
ボ
ス
ト
ン
辺
り

に
住
ん
で
い
た
ア
メ
リ
カ
人
で
す
。
だ

か
ら
面
白
い
の
は
、
今
生
で
私
は
ボ
ス

ト
ン
の
近
郊
に
留
学
し
て
お
り
ま
す
。

だ
か
ら
す
べ
て
の
事
象
は
こ
の
モ
デ
ル

の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

魂
は
魂
で
生
ま
れ
変
わ
り
、
肉
体
の

方
は
ご
先
祖
様
の
系
列
で
生
ま
れ
変
わ

る
の
が
、
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
か
ら

み
た
人
間
存
在
で
す
。
そ
の
よ
う
に
私

た
ち
の
存
在
は
転
生
も
複
雑
に
絡
み
合

っ
た
広
大
な
情
報
の
塊
で
す
。
で
す
か

ら
お
一
人
お
一
人
が
宇
宙
で
あ
る
、
と

い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。

輪
廻
転
生
は
様
々
な
形
態
が
あ
り
う

る
の
で
、
3
つ
の
魂
が
合
体
し
て
一
人

の
人
間
に
入
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、

一
つ
の
魂
が
分
魂
と
な
っ
て
同
時
代
に

別
々
の
人
間
に
生
ま
れ
変
わ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
特
に
集
合
的
な
魂
は
、
何

か
集
合
意
識
に
大
き
な
事
を
起
こ
す
よ

う
な
影
響
力
の
あ
る
方
の
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。

本
当
に
面
白
い
の
で
す
が
、
宇
宙
は

す
べ
て
フ
ラ
ク
タ
ル
、
す
な
わ
ち
相
似

形
の
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
宇
宙
が
陽

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
陰
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

出
来
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
も
陽
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
陰
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一
つ

に
な
っ
て
出
来
て
い
ま
す
。
父
性
と
母

性
も
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
陰
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
象
徴
と
な
り
ま
す
。

人
間
は
生
後
7
年
間
は
保
護
し
て
も

ら
わ
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
の
で
、

肉
体
意
識
（「
ダ
イ
ア
ー
ド
」）
が
優
位

に
立
ち
ま
す
。
そ
の
結
果
、
親
に
ど
う

し
た
ら
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
が
生

き
残
り
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の

で
、
自
分
の
気
持
ち
は
こ
う
だ
け
ど
、

親
の
言
う
こ
と
を
仕
方
が
な
く
聞
く
、

親
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
す
る
、
世
間

に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
社
会
意

識
が
生
ま
れ
ま
す
。
人
間
は
本
当
は
広

大
な
創
造
主
と
同
じ
宇
宙
の
魂
な
の
だ

け
れ
ど
も
、
最
初
は
肉
体
意
識
が
主
導
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権
を
握
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

例
え
ば
自
分
の
意
見
を
ぱ
っ
と
言
っ

て
し
ま
っ
て
、
父
親
か
ら
す
ご
く
怒
ら

れ
た
子
供
は
、
自
分
の
本
当
に
思
っ
た

こ
と
を
言
っ
て
は
い
け
な
い
ん
だ
、
と

い
う
こ
と
で
黙
っ
て
し
ま
う
と
い
う
戦

略
を
作
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
戦
略
を

顕
在
意
識
に
し
っ
か
り
浮
か
び
上
が
ら

せ
な
い
限
り
は
、
ず
っ
と
そ
の
パ
タ
ー

ン
に
は
ま
っ
た
ま
ま
、
六
十
歳
に
な
っ

て
も
七
十
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
意
見

を
人
に
言
っ
た
ら
生
き
残
れ
な
い
と
い

う
思
い
で
生
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
な
か
な
か
陰
と
陽
が
統
合

し
た
形
に
な
り
ま
せ
ん
。

陰
と
陽
が
統
合
さ
れ
た
状
態
と
い
う

の
は
、「
ト
ラ
イ
ア
ー
ド
」
の
逆
三
角
形

と
「
ダ
イ
ア
ー
ド
」
の
三
角
形
の
中
心

が
一
致
し
た
六
芒
星
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

他
の
例
と
し
て
は
、
画
家
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
も
、
親
か
ら
画
家
な
ん
か

で
は
食
べ
て
い
け
な
い
か
ら
止
め
な
さ

い
と
言
わ
れ
て
、
渋
々
画
家
を
諦
め
た

人
間
は
、
自
分
の
ハ
ー
ト
の
想
い
が
ブ

ロ
ッ
ク
さ
れ
て
、
魂
と
肉
体
の
重
な
っ

た
部
分
に
壁
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
、
天

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
地
に
降
り
て

こ
な
い
の
で
す
。
こ
れ
が
私
た
ち
ほ
と

ん
ど
の
人
間
の
生
き
方
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
生
後
7
年
間
で
形
成
さ

れ
た
ど
う
し
た
ら
生
き
残
れ
る
か
と
い

う
パ
タ
ー
ン
で
生
き
る
の
で
は
な
く
、

自
分
が
ど
う
自
分
を
表
現
し
て
い
き
た

い
の
か
、
自
分
が
一
番
大
切
に
し
て
い

る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
大
事
に

し
な
が
ら
生
き
て
い
く
時
代
が
、
2�

0�

1�

2
年
の
冬
至
以
降
に
始
ま
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に

よ
り
ま
す
と
今
ま
で
は
二
元
の
世
界
、

陰
と
陽
、
肉
体
と
魂
が
バ
ラ
バ
ラ
で
そ

れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
を
体
験
す
る
と
い

う
時
代
か
ら
、
い
よ
い
よ
陰
と
陽
が
統

合
し
て
い
く
と
い
う
ユ
ニ
テ
ィ
の
時
代

に
、
2
0
1
3
年
以
降
入
っ
て
き
ま
し

た
。現

代
は
内
側
と
外
側
が
ど
ん
ど
ん
融

合
し
て
い
っ
て
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、

企
業
も
ど
ん
ど
ん
統
合
し
て
い
っ
て
い

ま
す
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に

よ
り
情
報
統
制
が
効
か
な
く
な
っ
て
い

ま
す
し
、
私
た
ち
の
潜
在
意
識
（
肉
体

意
識
）
と
顕
在
意
識
（
魂
の
識
）
が
乖

離
し
て
い
た
も
の
が
、
潜
在
意
識
が
我

慢
で
き
な
く
な
っ
て
爆
発
し
て
、
顕
在

意
識
と
統
合
し
て
二
元
の
世
界
が
一
元

の
世
界
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
は
い
つ
で
も
ア
カ

シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と
い
う
大
き
な
ク
ラ

ウ
ド
と
つ
な
が
っ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
端
末
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
す
し
、
そ
う
す
る
と
思

っ
て
い
る
こ
と
が
現
実
化
す
る
こ
と
が

早
く
な
り
ま
す
。

家
族
や
周
囲
の
人
間
と
の
確
執
も
そ

う
い
う
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
が
寛
容
に
な
る
こ
と
で
、
人
生
の

テ
ー
マ
を
ク
リ
ア
に
し
て
い
き
意
識
が

拡
大
し
て
、
陰
と
陽
が
統
合
さ
れ
て
い

く
方
向
に
な
る
で
し
ょ
う
。

※
後
半
は
講
師
の
指
導
の
も
と
、
参
加

者
全
員
で
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
へ
の

誘
導
瞑
想
を
実
践
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
本
部
例
会
講
演
の
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
レ
ベ
ル
の
録
画
を
U
S
B
メ
モ

リ
ー
で
頒
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
す

べ
て
視
聴
し
た
い
方
は
御
注
文
願
い
ま

す
。
詳
細
は
前
号
の「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
か
公
式
サ
イ
ト
を
参
照
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
四
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

出
口
王
仁
三
郎
の
黄
金
鏡

　
　
　
講
師
　
櫻
井
　
喜
美
夫 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
1
月
18
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

��������

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

櫻
井
氏
は
1
9
4
7
年
愛
知
県
生
ま

れ
。
発
明
光
房
代
表
。
霊
能
師
・
シ
リ

ウ
ス
チ
ャ
ネ
ラ
ー
・
発
明
家
。
出
口
王

仁
三
郎
聖
師
の
霊
統
を
引
き
継
い
だ
霊

能
師
と
し
て
、
全
国
で
成
仏
や
場
を
清

め
る
儀
式
を
始
め
る
。
30
代
か
ら
は
大

本
裏
神
業
の
追
体
験
を
始
め
、
同
時
に

電
磁
波
や
不
成
仏
霊
な
ど
の
波
動
か
ら

身
を
守
り
、
正
常
な
波
動
に
整
え
る
製

品
の
開
発
に
力
を
入
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
ッ
ズ
を
開
発
。
な
か

で
も
鉱
石
キ
ミ
オ
ラ
イ
ト
は
強
力
な
テ

ラ
ヘ
ル
ツ
波
を
発
す
る
。
著
書
『
出
口

王
仁
三
郎
の
遺
言
』『
出
口
王
仁
三
郎

の
大
復
活
』（
い
ず
れ
も
太
陽
出
版
）。

櫻
井
氏
は
大
病
の
中
で
宇
宙
の
根
源

（
C
O
U
）
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
た
。

● ❽●



そ
う
な
る
と
現
界
で
生
き
て
い
く
う
え

で
多
く
の
幸
せ
に
め
ぐ
り
あ
え
る
。
日

本
人
は
（
C
O
U
）
と
繋
が
り
や
す
い
。

今
回
の
著
書
「
出
口
王
仁
三
郎
の
黄
金

鏡
」
で
は
宇
宙
の
根
源
（
C
O
U
）
と

繋
が
る
方
法
に
迫
る
。

60
兆
の
細
胞
が
喜
ぶ
魂
の
生
き
方

7
つ
の
幸
福
、「
有
難
う
」
は
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
す
。

1
．
頭
―
頭
脳
・
記
憶
・
顕
在
意
識

2
．
心
―
善
悪
の
判
断
・
潜
在
意
識

3
．
魂
―
霊
性
・
霊
魂
・
深
層
意
識

4
．
体
―
五
体
・
全
細
胞

5
．
家
―
家
族
・
血
統
・
先
祖

6
．
財
―
お
金
・
財
力

7
．
友
―
周
囲
の
人
々
（
学
校
、
社
会
）

・�

私
達
は
ど
の
様
に
魂
を
磨
い
て
7
つ

の
幸
福
に
近
づ
く
事
が
出
来
る
か
?

・�

日
本
の
神
様
の
原
点
は
、
神
様
の
出

生
の
時
期
は
?

・�

先
人
が
想
像
し
た
神
々
と
私
の
見
た

C
・
O
・
U
（
セ
ン
タ
ー
オ
ブ
ユ
ニ

バ
ー
ス
）

・�

す
ぐ
に
現
実
化
で
き
る
奇
跡
の
祈

り
、
シ
ュ
ー
マ
ン
波
共
鳴
と
は
?

資
料
1　

14
経
絡
の
時
計
図

資
料
2　

五
行
と
内
臓

私
達
は
先
祖
か
ら
幸
福
、
不
幸
の
遺

伝
子
を
連
綿
と
受
け
継
い
で
い
る
。

死
亡
す
る
と
魂
は
何
処
へ
帰
る
の
で

し
ょ
う
か
?

死
亡
後
、
魂
が
さ
迷
う
と
浮
遊
霊
や

地
縛
霊
と
な
る
。

赤
血
球
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
先
祖
の

記
憶
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
?

幸
福
に
な
る
人
、
不
幸
に
な
る
人
は

何
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
?

手
っ
取
り
早
く　

幸
福
に
な
る
為
の

方
法
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
?

川
上
清
け
れ
ば
、
川
下
清
し
。

陰
陽
五
行
は
7
つ
の
星
か
ら
受
け
て

い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
7
光
線
の
虹
、
7
つ
の
チ
ャ
ク
ラ
、

7
つ
の
ボ
デ
ィ
オ
ー
ラ
、
地
球
の
オ
ー

ラ
、
7
つ
の
音
階
、
七
曜
日
、
七
草
粥
、

秋
の
七
草
）

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
は
生
命
光
線
で
す
。
生

命
光
線
と
呼
ば
れ
て
い
る
テ
ラ
ヘ
ル
ツ

光
線
は
、
全
て
の
生
物
、
鉱
物
す
な
わ

ち
原
子
を
持
つ
物
質
か
ら
放
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
然
界
の
物
が
放
射
、
吸
収

し
て
い
る
波
長
、
分
子
か
ら
発
す
る
振

動
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
、
生
命
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

生
物
界
に
お
い
て
は
、
新
鮮
で
健
康

●❾ ●



で
あ
る
も
の
ほ
ど
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
を
多

く
放
出
し
て
い
て
、
不
健
康
な
人
や
老

人
で
は
反
対
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
界
の
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
光
線
が
出
て

い
る
鉱
石
を
身
近
に
置
く
と
、
怪
我
や

傷
が
早
く
治
る
実
例
が
多
く
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
光
線
を
当
て

る
と
細
胞
の
分
子
構
造
が
整
え
ら
れ
、

健
康
も
向
上
し
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に

良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
光
線
を
有
効
に
使
う
と

30
%
若
返
る
と
言
う
報
告
が
業
界
紙
の

記
事
に
あ
り
ま
し
た
。

自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
か
ら
大
な

り
小
な
り
放
出
し
て
い
る
テ
ラ
ヘ
ル
ツ

光
線
は「
光
と
電
波
の
中
間
域
」で
、
月

の
光
で
あ
る
為
い
く
ら
浴
び
て
も
人
体

に
対
し
て
害
が
あ
り
ま
せ
ん
。

星
や
月
か
ら
放
出
さ
れ
る
波
長
域
は
、

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
光
線
と
言
わ
れ
特
に
テ
ラ

波
動
の
強
い
時
期
は
新
月
で
す
。
人
体

の
内
臓
は
全
て
月
光
の
影
響
を
受
け
て

い
る
為
、
肝
臓
、
腎
臓
、
牌
臓
、
大
腸
、

膀
胱
、
胃
、
肺
、
骨
、
等
の
文
字
は
月

偏
が
付
き
ま
す
。

分
子
と
分
子
を
繋
ぐ
こ
と
で
、
新
た

な
物
質
や
生
命
を
作
り
だ
せ
る
可
能
性

が
あ
り
、
地
球
上
で
の
生
命
の
進
化
や

誕
生
に
関
連
し
て
、
そ
の
波
長
が
生
命

誕
生
に
関
わ
っ
た
と
い
う
科
学
者
が
い

ま
す
。

不
安
な
く
安
心
し
て
成
仏
で
き
る
魂

は
生
ま
れ
て
来
た
故
郷
に
速
や
か
に
帰

る
事
が
出
来
ま
す
。
帰
れ
な
い
地
縛
霊
・

浮
遊
霊
は
成
仏
す
る
為
に
供
養
や
慰
霊

祭
、
お
祭
り
が
必
要
で
す
。
プ
ラ
ズ
マ

の
魂
は
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
の
月
光
や
星
の
光

に
同
調
し
て
宇
宙
故
郷
へ
還
り
ま
す
。

出
口
王
仁
三
郎
の
黄
金
鏡
よ
り

私
に
は
全
て
を
可
能
に
す
る
力
が
有

り
ま
す
。
私
の
夢
は
叶
え
ら
れ
ま
す
。

願
望
は
必
ず
達
成
で
き
ま
す
。

私
に
は
そ
れ
だ
け
の
底
力
と
ミ
ラ
ク

ル
パ
ワ
ー
が
有
り
ま
す
。
今
、
私
の
偉

大
な
内
な
る
自
分
の
力
に
気
付
き
ま
し

た
。
偉
大
な
る
光
の
力
は
六
十
兆
の
全

細
胞
に
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

チ
ル
チ
ル
ミ
チ
ル
の
青
い
鳥
は
世
界

中
探
し
て
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
青
い

鳥
は
自
分
の
内
な
る
光
の
力
の
中
に
住

ん
で
い
ま
す
。

自
分
の
目
標
を
具
体
的
に
設
定
し
、

目
標
達
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
毎
日

行
動
す
る
事
で
す
。

私
の
目
標
や
願
望
は
必
ず
達
成
で
き

ま
す
。
奇
跡
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
や
っ
て

来
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

大
事
な
こ
と
は
宇
宙
の
根
源
（
C
�O�

U
）
に
繋
が
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
底

力
は
自
分
の
細
胞
の
中
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
19
名
、
非
会

員
37
名
、
学
生
2
名
、
合
計
58
名
で
あ

っ
た
。
今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は

2
0
0
0
円（
送
料
込
み
）で
す
。
事
務

局
（
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
五
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

巨
大
地
上
絵
発
見
で
わ
か
っ
た

世
界
文
明
の
『
起
源
は
日
本
』

だ
っ
た
!

　
　
　
　
講
師
　
上
森
　
三
郎 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
2
月
15
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

上
森
三
郎
氏
は
1
9
5
4
年
、
熊
本

県
芦
北
郡
芦
北
町
生
ま
れ
。
建
築
業
界

歴
30
年
で
一
級
建
築
士
。
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
（
化
学
物
質
過
敏
症
）
の
研
究
か
ら
、

水
の
活
性
化
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
突
き
止
め
、流
体
の
活
性
化
装
置『
ネ

オ
ガ
イ
ア
』『
テ
ラ
フ
ァ
イ
ト
』
を
開
発

し
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
特
許
取
得
。
多

数
特
許
取
得
す
る
な
ど
発
明
家
で
も
あ

る
。

��������

（
デ
ジ
タ
ル
5
）

現
在
は
身
体
そ
の
も
の
に
関
心
を
寄

せ
て
い
る
が
、
隠
さ
れ
た
日
本
と
世
界

の
真
実
を
解
明
す
べ
く
、
神
社
仏
閣
を

参
拝
し
な
が
ら
、
兵
庫
県
埴
丘
の
里
の

山
々
を
中
心
に
探
索
中
。『
か
ご
め
か
ご

め
を
研
究
す
る
会
』
会
長
。

● �●



上
森
氏
は
3
年
ほ
ど
前
、『
テ
ラ
フ
ァ

イ
ト
』
と
い
う
、
レ
ア
ア
ー
ス
や
特
殊

な
貴
金
属
な
ど
を
使
っ
た
脳
波
を
リ
ラ

ッ
ク
ス
時
に
生
じ
る
α
波
に
誘
導
で
き

る
装
置
を
声
な
き
声
の
指
示
で
作
ら
さ

れ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
来
、
何
者
か
に

操
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
、
自
分
が
自
分
で
な
い
よ
う

な
不
思
議
な
出
会
い
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

聞
こ
え
る
経
験
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
装
置
に
つ
い
て
の
科
学
的
立
証
を
、

元
九
州
大
学
の
高
尾
征
治
工
学
博
士
に

し
て
頂
い
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
相
手
は
こ
の
大
宇
宙

を
司
っ
て
い
る
神
・
創
造
主
か
ら
受
け

取
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
と
い
う
。
そ

の
神
は
一
生
懸
命
出
会
い
を
作
っ
て
く

れ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
指
示
し
、
関
西

か
ら
九
州
の
方
ま
で
地
図
上
に
図
形
を

描
か
さ
れ
、
行
き
先
の
場
所
を
具
体
的

に
示
さ
れ
る
。

上
森
氏
が
描
か
さ
れ
た
1
0
0
枚
を

超
え
る
正
三
角
形
、
二
等
辺
三
角
形
の

ほ
か
十
字
架
や
ダ
ビ
デ
の
マ
ー
ク
、
そ

し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
伝
統
の
神
秘
思
想

の
カ
バ
ラ（
生
命
の
樹
）［
資
料
1
カ
バ

ラ
の
図
］
の
図
形
上
に
、
神
社
仏
閣
や

山
岳
信
仰
と
し
て
著
名
な
山
々
の
位
置

が
符
合
す
る
。
古
代
に
衛
星
写
真
に
よ

る
地
図
を
持
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な
正

確
さ
で
、
こ
れ
ら
の
所
在
が
ピ
タ
リ
一

致
し
て
く
る
の
だ
。

��������

（
デ
ジ
タ
ル
6
）

し
か
も
、
こ
の
兵
庫
県
の
生
野
町
、

神
河
町
を
中
心
に
三
重
県
伊
勢
地
方
か

ら
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
ま
で
西

日
本
一
帯
の
広
大
な
規
模
の
カ
バ
ラ
の

巨
大
図
形
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

こ
う
し
た
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
を
知

り
、
カ
バ
ラ
の
秘
法
を
知
り
尽
く
し
て

い
た
民
は
誰
な
の
か
。
こ
の
三
角
法
で

国
造
り
を
し
た
民
は
誰
な
の
か
。

一
本
目
の
十
字
架
の
交
点
に
あ
た
る

兵
庫
県
山
南
町
の
山
頂
をGoogle
マ
ッ

プ
で
調
べ
た
ら
山
が
人
の
顔
に
造
形
さ

れ
て
お
り
そ
れ
が
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
女

神
で
あ
る
『
ハ
ト
ホ
ル
』
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

次
に
描
か
さ
れ
た
の
は
こ
の
カ
ゴ
メ

紋
の
中
の
黄
金
比
の
十
字
架
だ
っ
た
。

そ
の
次
が
直
角
二
等
辺
三
角
形
だ
っ
た
。

兵
庫
県
に
き
れ
い
な
十
字
架
が
現
れ

た
。
十
字
架
の
交
点
は
、
高
砂
市
の

群
の
巨
石
と
さ
れ
る
生
石
神
社
の
『
石

の
宝
殿
』
で
あ
る
。
こ
の
十
字
架
の
交

点
が
あ
っ
た
石
の
宝
殿
は
平
安
京
の
カ

バ
ラ
（
生
命
の
樹
）
の
王
冠
に
あ
た
り
、

巨
石
の
向
い
て
い
る
方
向
は
き
っ
ち
り

奈
良
の
神
武
天
皇
を
祀
る
橿
原
神
宮
を

指
し
、
そ
し
て
ま
っ
た
く
反
対
側
に
島

根
県
の
出
雲
大
社
が
あ
る
。

さ
ら
に
今
で
も
女
人
禁
制
の
大
峰
山

山
上
ケ
岳
の
大
峰
山
寺
、
諭
鶴
羽
山
、

善
通
寺
を
通
っ
て
貴
峰
山
を
底
辺
と
す

る
直
角
二
等
辺
三
角
形
も
描
け
、
こ
の

45
度
の
頂
点
が
生
野
で
あ
る
。
生
野
か

ら
生
石
神
社
を
通
っ
て
諭
鶴
羽
山
、
そ

し
て
徳
島
の
伊
島
ま
で
が
縦
の
ラ
イ
ン

で
あ
る
。

六
甲
山
の
石
の
宝
殿
か
ら
高
砂
市
の

石
の
宝
殿
を
通
っ
て
、
赤
穂
市
天
王
山

へ
の
線
が
横
ラ
イ
ン
で
、
縦
と
横
の
ラ

イ
ン
の
比
率
は
黄
金
比
で
あ
る
。

女
神
ハ
ト
ホ
ル
の
巨
大
地
上
絵
を
発

見
し
て
か
ら
は
、
兵
庫
県
の
多
可
郡
多

可
町
か
ら
小
山
を
利
用
し
た
魚
の
造
形
、

兵
庫
県
朝
来
市
か
ら
は
全
長
5
m
ほ
ど

の
鶴
と
亀
、
お
な
じ
く
兵
庫
県
生
野
町

か
ら
龍
を
か
た
ど
っ
た
巨
大
地
上
絵
が

見
つ
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
巨
大
地
上
絵
は
当
初
描
か

さ
れ
た
一
本
目
の
十
字
架
の
ラ
イ
ン

上
に
次
々
見
つ
か
っ
た
。
い
ず
れ
も

Google

マ
ッ
プ
か
ら
発
見
で
き
た
も
の

だ
。
む
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
巨
大
地
上

絵
は
上
空
か
ら
で
し
か
判
別
で
き
な
い

の
だ
。
い
っ
た
い
誰
が
何
の
目
的
で
作

っ
た
の
か
。

こ
の
カ
ゴ
メ
の
唄
を
解
読
す
る
と
、

籠
の
中
の
と
り
は
、
鳥
の『
と
』
と
、
龍

の『
り
』で
、
鳥
は
鶴
で
あ
る
。
後
ろ
の

正
面
の
向
こ
う
に
は
龍
が
作
ら
れ
て
い

た
。
場
所
は
段
ケ
峰
の
山
頂
で
あ
る
。

段
ケ
峰
は
ダ
ン
族
の
ミ
ウ
ネ（
お
墓
）

で
す
ね
。
ダ
ン
族
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
失

わ
れ
た
一
〇
支
族
と
言
わ
れ
、
蛇
が
シ

ン
ボ
ル
で
、《
ダ
ン
族
が
王
を
守
護
す
る

と
い
う
決
意
》
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
で
ダ
ン
ガ
ミ
ネ
…
…
段
ケ
峰
で
す

ね
。ち

な
み
に
千
ケ
峰
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
、

ト
セ
ー　

ガ
ド　

ウ
イ
ッ
シ
ュ　

ミ
ウ

ネ　

で
、《
殉
教
者
を
持
ち
帰
り
祀
っ
た

ガ
ド
族
の
ミ
ウ
ネ
（
お
墓
）》
の
意
味
と

な
る
の
で
す
。

　

鶴
と
亀
や
、
女
神
ハ
ト
ホ
ル
な
ど
の

巨
大
地
上
絵
の
場
所
を
、
地
図
上
の
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
か
ら
キ
ッ
チ
リ

と
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
伊
勢
の
青
峰
山
か
ら
千
ケ
峰

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
（
千
ケ
峰
、
玉
置
山
、

●� ●



剣
山
の
正
三
角
形
）
の
千
ケ
峰
と
、
そ

の
先
の
段
ケ
峰
ま
で
線
を
引
く
。

次
に
、
奈
良
県
の
大
峯
山
山
上
ケ
岳

か
ら
淡
路
三
山
の
最
高
峰
、
諭
鶴
羽
山

へ
線
を
引
き
、
そ
こ
か
ら
直
角
に
北
へ

直
角
二
等
辺
三
角
形
の
地
点
が
鶴
と
亀

の
巨
大
地
上
絵
が
あ
る
生
野
町
と
な
る
。

ま
た
、
大
峯
山
山
上
ケ
岳
か
ら
淡
路

三
山
で
2
番
目
に
高
い
、
柏
原
山
へ
線

を
引
き
、
そ
こ
か
ら
直
角
に
北
へ
直
角

二
等
辺
三
角
形
の
地
点
が
女
神
ハ
ト
ホ

ル
の
場
所
、
丹
波
市
山
南
町
五
ケ
野
と

な
る
。

さ
ら
に
、
大
峯
山
山
上
ケ
岳
か
ら
淡

路
三
山
で
3
番
目
に
高
い
、
先
山
へ
線

を
引
き
、
そ
こ
か
ら
北
へ
線
を
上
げ
る

と
、
ハ
ト
ホ
の
場
所
へ
行
き
着
く
。

再
度
、
大
峯
山
山
上
ケ
岳
か
ら
高
砂

沖
の
上
島
（
神
島
）
へ
線
を
引
き
、
直

角
に
北
へ
線
を
引
い
て
、
天
橋
立
に
あ

る
籠
神
社
ま
で
延
ば
す
と
…
…
十
字
架

が
で
き
る
。
十
字
架
の
交
点
に
女
神
ハ

ト
ホ
ル
が
見
つ
か
る
。
す
べ
て
、
大
峰

山
山
上
ケ
岳
か
ら
設
計
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
伊
勢
神
宮
の
近
隣
の
青
峰

山
か
ら
上
島
へ
線
を
引
き
、
直
角
に
北

へ
引
く
と
、
生
野
町
ヘ
ピ
タ
リ
と
行
き

着
く
。
ど
う
し
て
伊
勢
神
宮
を
現
在
の

場
所
に
決
め
た
の
か
キ
ッ
チ
リ
と
教
え

て
く
れ
て
い
る
。

実
は
、
こ
の
上
島
は
大
正
時
代
、
大

本
教
の
教
祖
と
な
っ
た
、
出
口
王
仁
三

郎
が
重
要
な
地
点
と
し
て
神
事
を
行
っ

た
場
所
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ

の
上
島
に
も
何
か
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。こ

の
巨
大
地
上
絵
の
大
き
さ
は
、2
㎞

か
ら
5
㎞
に
わ
た
る
山
を
利
用
し
、
造

形
さ
れ
た
も
の
だ
。

2
0
1
1
年
1
月
生
野
町
に
あ
る
鶴

と
亀
が
キ
ス
し
て
い
る
巨
大
地
上
絵
が

あ
る
地
点
を
特
定
し
、
穴
掘
り
を
開
始

し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
後
、
な
ん
と
、

鶴
と
亀
、
い
や
見
る
場
所
に
よ
っ
て
鶴

に
も
見
え
る
、
亀
に
も
見
え
る
二
畳
ほ

ど
の
大
き
さ
の
不
思
議
な
岩
の
造
形
が

見
つ
か
っ
た
。
岩
か
ら
突
き
出
た
部
分

が
亀
の
顔
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

乾
燥
し
て
も
亀
が
い
つ
も
涙
を
流
し
て

い
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

啓
示
を
受
け
、
魏
志
倭
人
伝
の
記
述

を
ベ
ー
ス
に
邪
馬
壹
国
の
境
界
国
を
ネ

ッ
ト
で
調
べ
、
そ
の
境
界
線
を
な
ぞ
っ

た
と
こ
ろ
、
邪
馬
壹
国
と
は
但
馬
、
丹

後
、
丹
波
、
摂
津
、
大
和
に
ま
た
が
っ

た
国
土
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
邪
馬
壹
国
の
行
財
政

を
司
る
主
都
は
大
和
の
纏
向
で
あ
っ
た

が
女
王
卑
弥
呼
が
い
た
と
こ
ろ
は
、『
播

磨
国
風
土
記
』
に
書
き
記
さ
れ
た
埴
岡

の
里
、
現
在
の
兵
庫
県
神
埼
郡
神
河
町

と
朝
来
市
生
野
町
に
ま
た
が
る
エ
リ
ア

で
あ
っ
た
。

��������
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ル
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）

そ
の
邪
馬
壹
国
の
聖
地
へ
の
ル
ー
ト

は
、
現
在
の
釜
山
あ
た
り
か
ら
船
で
対

馬
へ
、
そ
れ
か
ら
壱
岐
を
通
っ
て
西
の

鎮
の
地
、
鎮
西
に
福
の
神
様
を
呼
び
込

ん
で（
呼
子
）、
そ
こ
か
ら
陸
路
で
福
吉

（
前
原
）、
そ
し
て
福
岡
、
福
津
（
津
屋

崎
）
へ
と
宝
物
を
運
ん
で
い
っ
た
。

卑
弥
呼
は
埴
岡
の
里
を
中
心
に
近
畿
、

四
国
、
山
陰
、
山
陽
を
支
配
し
て
い
た

豪
族
ら
に
担
が
れ
、
邪
馬
壹
国
の
女
王

と
な
っ
た
こ
と
を
上
森
は
明
ら
か
に
し

た
。邪

馬
壹
国
の
女
王
卑
弥
呼
が
い
た
場

所
は
埴
岡
の
里
で
あ
り
、
永
遠
の
眠
り

に
つ
い
て
い
る
場
所
も
ま
た
埴
岡
の
里

で
あ
る
。
神
崎
郡
神
河
町
、
こ
こ
こ
そ

が
倭
国
の
“
ま
ほ
ろ
ば
〟
な
の
で
あ
る
。

出
雲
と
卑
弥
呼
と
伊
勢
神
宮
の
関
係
、

そ
し
て
邪
馬
壹
の
真
相
を
、
天
照
主
大

神
様
が
き
っ
ち
り
と
教
え
て
い
る
よ
う

で
す
。
も
う
天
皇
家
も
含
め
て
、
こ
の

わ
が
国
の
本
当
の
歴
史
を
、
国
民
に
、

そ
し
て
全
世
界
に
知
ら
し
め
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
太
古
の
昔
、
我
が
国
の

天
皇
が
世
界
の
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト（
天
皇
）

だ
っ
た
時
代
が
存
在
し
た
こ
と
を
。

今
後
、
東
経
1
3
4
度
に
位
置
す
る

兵
庫
県
の
神
埼
部
神
河
町
や
隣
接
す
る

朝
来
市
生
野
町
に
ま
た
が
る
埴
岡
の
里

が
世
界
の
聖
地
と
な
る
の
で
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

『
邪
馬
壹
国
』、『
邪
馬
臺
国
』、『
邪

馬
台
国
』
に
つ
い
て

「
魏
志
倭
人
伝
」
は
三
世
紀
末
に
西
晋
の

陳
壽
に
書
か
れ
、
そ
れ
に
は『
邪
馬
壹

国
』
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。［
資
料
2
魏

志
倭
人
伝
］
こ
の
あ
と
五
世
紀
に
南
北

朝
時
代
の
南
朝
宋
の
時
代
で
編
者
范
曄

（
は
ん
よ
う
）
に
よ
り
書
か
れ
た「
後
漢

書
」
に
は『
邪
馬
臺
国
』
と
あ
る
。『
邪

馬
台
国
』
の
通
称
は
、「
邪
馬
臺
国
」
の

“
臺
〟
の
字
を
、“
台
〟
を
も
っ
て
代
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
「
邪
馬
台
国
」

は
一
般
に
「
や
ま
た
い
こ
く
」
と
読
ま
れ

る
。
こ
の「
や
ま
た
い
こ
く
」
と
い
う
読

み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
種
の
異
な
っ

● �●



た
体
系
の
漢
音
と
呉
音
を
混
用
し
て
い

る
。
例
え
ば
呉
音
で
は
ヤ
マ
ダ
イ
又
は

ヤ
メ
ダ
イ
、
漢
音
で
は
ヤ
バ
タ
イ
と
な

る
こ
と
か
ら
、「
魏
志
倭
人
伝
」
の
書
か

れ
た
当
時
の
中
国
に
お
け
る
音
が
「
や

ま
た
い
」
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）

「
後
漢
書
」
か
ら
始
ま
っ
て
「
晋
書
」

以
下
の
官
選
史
書
は
す
べ
て
こ
れ
に
な

ら
っ
て
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

文
字
を
改
訂
す
る
こ
と
が
古
代
史
研
究

科
と
し
て
タ
ブ
ー
で
あ
る
こ
と
は
、
古

田
武
彦
氏
が
詳
細
な
論
説
を
試
み
て
い

る
。（
朝
日
新
聞
社
刊　

古
田
武
彦
著

『
邪
馬
台
国
は
な
か
っ
た
』）

当
日
の
参
加
者
は
会
員
19
名
、
非
会

員
25
名
、
合
計
44
名
で
あ
っ
た
。
今
回

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円（
送

料
込
み
）で
す
。
事
務
局（
0
7
9
7
・

2�

2
・
6
4
2
5
）ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●

例えば、片方を決める行為は他方に影響を
与えてしまう。つまり素粒子レベルでは、厳密
には再現性は不成立である。また基礎的な性
質として、シュレディンガー波動方程式（1926、
シュレディンガー）に従っている。つまり、サ
イ（気）は、波動として、非局所的に（広く拡散
して）、様々な波の重ね合わせの状態で存在し
ている（あいまいである）が、波動の崩壊（収
縮）によって、大気イオン・ボール上の零点に、
確率的に、位置をきめることになる。なお、零
点は太極図（ともえ）状に組合せられた大気陰、
陽イオンを絞り込む（スピンする）事によって
得られる。つまり、観測（波動の崩壊）によっ
て、オーブの核を、確率的に､ 零点上に出現
させる（固定化する）事になる。

マクロPKは、体外にある物質と意識との
間の直接の相互作用を意味しているが、物質
と意識（無意識、心）のより深い処では、両者
は、区別が出来ないほどに類似している、と
考えられる。また、体外にある物質（オーブ）
と撮影者の意識（ASC、無意識）の間には相補
性（1927、ボーア）がある、と判断できる。相
補性とは、片方を顕在化しようとする行為は、
他方の出現を抑制することになる、しかし、両
者は互いに補合っていて、それぞれを知らな
いと、全体を知る事は出来ない。

一例として、裏表で構成されている事物（場
合）をみる。我々は、コインの表（A）と裏（B）
を同時に見ることはできない。しかしAとBの
両者を知らなければ、コインの全体を知ること
ができない。具体的に検討してみよう。オーブ

は物（写真像Aとする）と意識（波動Bとする）
で構成されている。片側のAに集中してオー
ブを観察すれば、Aの内容（オーブの画像）は
判るが、（この時には）裏側のB（意識）は判ら
ないことになる。

二番目の例として、平面的に白色と黒色で
構成されている「ルビンの壺」の場合をみる。
白色の側からみると壺であるが、黒色の側か
らみると対峙する2人の顔になる。しかし、同
時に壺と顔（白と黒）をみることは出来ない。
つまり、どちらかに的を絞って（注目して）、他
方は無視して見ることになる。オーブの場合
には、上記の、「表と裏」または「黒と白」のど
ちらの場合に相当するのだろうか。現在のと
ころ、与えられたオーブの写真像からは、オー
ブの意識面はみえてこない。

他方、マクロPKに関与するサイ（気）の重
要な性質として、ネガ・エントロピーがある。
例えば、日本と中国の共同研究（著者ら）の植
物、魚、水、卵などを対称にした実験をみる。
結果として、サイ（気）には、生命の成長を助
け、物質の秩序化を向上させるネガ・エントロ
ピーの性質のあることが判明した。つまり、サ
イ（気）には、無秩序の中から秩序をつくる「生
命の成長を助ける」性質がある。これは、サイ

（気）が生命である事を意味している。周知の
物質を対称とする「熱力学の第2法則」には違
反しているが、「生命の成長」を助けていると
言う性質の有る事が判った。マクロPKが持つ
この性質（ネガ・エントロピー）も、オーブを
解明する時の主要な要素となるであろう。



1．「オーブ」の撮影
半導体（CCD）内蔵のデジタル・カメラを用

いて、電離していると考えられる空間にむけて
フラッシュ撮影する。すると乳白色小円状の
オーブ（たまゆら）が、ノイズとして写り込ん
でくる。条件さえ選べば、誰にでも写す事が
出来る。

（1−1）物質的な条件
宇宙線や地表面上の放射線などの影響によ

り、空気構成成分の若干が電離して大気陰イ
オン、大気陽イオン、電子になっている。さら
に、これらが空気中のエアゾール（微細粒子）
等と結合して、大気陰陽イオン・ボールが形
成されている。朝方並びに夕方の薄暗く､ 湿
度の高い｛陽イオンがある｝空間、並びに人々
が集まるエネルギーの高い場所（祝い事、お祭
り、パワースポット等）で写り易い。近赤外線
領域（780nm～1.5μm）が写せるデジタル・カ
メラを用いて、フラッシュ撮影（1/1000sec）す
るとよい。写らない場合には、繰り返して撮影
するとよい。

（1−2）意識的な条件
お願いすると写る場合がある。また、オー

ブは意識と情報交換していると判断出来る場
合がある。雑念を捨てて（無心で）、集中して

（熱心に）シャッターを押す。予め瞑想法等を
試行して、より低周波の脳波（EEG）が出せる
様になった人ほどオーブが写り易い、と判断
している。つまり実験系に意識（ASC、無意識）
加入しているといえる。しかし、どうしても写
らない場合もありうる。以上の実験結果の結
論として、

（1）�オーブの出現は、マクロPK（マクロ念力）
現象である。多くの実験結果から、

（2）�意識と体外にあるオーブ（物質）との間を仲
介するのは、サイ（気）｛素粒子群｝である、
と判断できる。さらに、

（3）�オーブ出現には、未知の存在（SG）の助け
が必要である、と考えている。

（1−3）実験結果
一例を写真1～4に示す。写真1～2はオー

ブの核の生成以前の場合で、オーブ内部に模
様が無い場合（省略）。写真3～4は核成長（カ
オス）以後で、内部に模様（表情）がある場合

（省略）。

2．オーブの性質
オーブはマクロPKなので、オーブの出現に

は、撮影者の意識（ASC、無意識）が関係して
いる。意識とは「気づく」とか「相手に注意を
向ける」等を意味しており、時間的、空間的に
非局所的である。実は、この意識の母胎には
無意識があり、無意識の根底には、さらに個
人の心身の作用を超えた集合的、先天的、元
型的な層がある（ユング）という。実験から判
断すると、マクロPKに関与するのは、変性意
識状態（ASC）や無意識（集合的、元型的）であ
り、意識的な努力は、むしろ、出現阻止に作
用する傾向がある。

別報で述べたが、オーブの核は、エネルギー
一定条件で形成されている。マクロPKの場
合に意識と物質の間を仲介するのは「サイ（気）

｛素粒子群｝」である。他方、素粒子は量子力学
で記述されており、波動性と粒子性の2面性を
併せもっている。つまり、素粒子（光）は波で
あると同時に粒子でもある。さらに量子力学の
基本には、位置とその運動量は近似的にしか
知り得ない､ という不確定性原理（1924、ハイ
ゼンベルグ）がある。

● �●

佐々木　茂美　　

「オーブ」の撮影とその性質「オーブ」の撮影とその性質



人が亡くなる時に頭頂部から煙のような靄
状のモノ（魂の緒）が抜ける“魂断ち”という
現象が起きる。魂の緒は命そのもので、この
緒が切れると死に至るといわれている。いわ
ば人間の生と死を分けるものが魂の緒でシル
バーコードとも呼ばれているものである。

私ごとだが、母親の臨終の際に、娘が母の
頭から靄状のモノが抜けるのを見たという場
面が印象に深い。この種の靄状のモノもオー
ブと関連があるように考える。

東日本大災害で壊滅した街や海辺では、
時々多数浮遊するオーブが写真に写ることが
ある。これらのオーブは突然の津波にのみこ
まれて亡くなった人たちの霊魂だと思われる。

現時点（2014−1/10）での震災による死者・
行方不明者は18 ,524人、さらに震災後関連死
した人は2,973人に上り、福島で直接死した人
の数を上回るようになった。

これらの方々の霊魂は早く真の救いと苦し
みからの解放を望んでいることだろう。

各地の被災地では慰霊碑が建てられ、故人
を鎮魂する行事が行われているが、御魂の成
仏安穏を願い、遺された人たちにも一日でも
早い心安らかな日々が訪れるよう望まれる。

犠牲となられた方々の御霊の安らかなる
ご冥福を心からお祈り申し上げます。� （終）

＊参考文献
（A）「脳と心」�小野瀬健人�かんき出版
（B）「脳と心」�“無意識と創造性”�NHK
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図3　魂の緒

写真6　靄状オーブ

写真7　被災地のオーブ

写真8　被災地での鎮魂と上空のオーブ



（実験方法）
被験者には写真を見せ、大脳皮質のどの部

位に反応が起きるかを測定する。実験に使用
する写真は5枚で全て風景写真のように見える
が、その中の1枚に殺人事件の現場跡の今で
は単なる風景に見える写真を混ぜてある。被
験者には1枚ごと写真を見せ、その大脳の血
流の働きから、特に後頭葉の視覚野のイメー
ジの動性を測定した。

（実験の結果）
一般の被験者は、特にイメージ反応はさほ

どの変化を生じないが、霊視能力者では問題
の写真を視るなり、後頭葉の視覚野にイメー
ジの顕著な反応があった。やはり能力者には、
写真から何らかの情報を得て、連続的にイメー
ジ映像が脳に浮かび、視覚として視えている
ことが判明した。

優れた霊視能力者の霊視は、五感を越えた
外界や内界から意識体（霊）を通して、何らか
の情報やメッセージを感受して、イメージ（知
覚心像ともいう）に想起が起こり、視覚化され
るものと考える。時空を超えてイメージによる
視覚化から、過去、現在、ときには未来（予知）
まで視えることが可能なのかも知れない。

Ⅴ　霊姿現象とオーブについて
私論だが、オーブは霊体、幽体だと考える。

オーブの形状は主に球状のものが多いが、球
状のオーブが写った場所で、時には瞬時に靄
状のモノがしばしば写真に写ることがある。

球状のオーブと靄状のものとは、同じオー
ブだと考えられる。なぜなら、オーブは通常、
人の目では見えないが、フラッシュを照射した
写真には、靄状のもの同じ空間に球状のオー
ブが混交して写ることがあるからである。

私は（財）日本心霊科学協会内で「鏡視」とい
う実験室を設け、愛しい故人との再会を希望
する人たちが、他界した懐かしい人と会える
ことが出来るのか、という実験を行った。方
法は6畳ほどの薄暗い部屋（15W）に大きな鏡
を設け、その鏡をジーっと見つめていると鏡に
その故人が現れるというものである。約30名
ほど実験を試みたが、その内の約半数の人が、
煙のような靄状のモノとか、球体のもの、時に
は光を視たとの証言もある。中には亡き母親と
再会でき、言葉を交わして涙ぐんだ人さえい
た。その様子は暗視ビデオで撮影した。オー
ブや靄状、光なども写真に撮れた。やはりオー
ブは意識体という印象を持つ。

● �●

写真3　大脳活動の測定

写真4　一般者と能力者とのイメージ測定 写真5　鏡視とオーブ



一方、「亡き人に一目会いたい」という強い
人の想念が霊の念の波動と同調した時、霊姿
を目撃するケースがある。また優しい人柄や
慈悲深い人なども霊に感じ易いとか。霊姿を
見たり、声を聞いたりすることがあるようだ
が、霊に頼られ易い。何時までもあまり悲しみ
の想いを持ち続けていると、霊は現世に未練
を残し幽界に残留して、先の霊界に進めない
こともあるので、亡き人たちへの追慕の念もほ
どほどが大事だと言われている。

Ⅲ　霊視のメカニズム
（通常の視覚情報伝達のシステム）

人が外界のものを目で見た情報は水晶体と
いうレンズを通して網膜に映し出される。ここ
には視細胞があり、その情報は電気信号に変
えられ視神経を通して、右視野の信号は左半
球に、左視野の信号は右半球の脳に送られる。
次に視床というところで情報は整理され大脳
皮質の視覚野へと入り、色、形、明度などの
情報を分析してモノを認識している。（A）

（霊視能力者の視覚システム）
スピリチュアル研究の立場でいえば、霊姿

現象は脳内の錯覚や幻視ばかりではなく、外
界の情報（霊=意識）を超感覚的知覚（ESP）あ
るいは霊的能力によって脳内で視覚化される
と考える。

霊視能力者は肉眼でも閉眼でも霊視できる
というが、多くは外界の情報を両眉の間の“第
三の眼”（チャクラ）でキャッチされるようだ。
その情報は電気信号に変えられ光波、磁力を
感知する松果体という器官（透視能力の関連器
官?）に入り、情報の関所といわれる視床に送
られ、脳神経の回路（A=10神経）を通って伝
達物質であるドーパミンを放出する。そして
連合記憶領域から後頭葉の視覚野に送られ電
気信号に変えられた情報があたかもバーチャ
ル・リアリティ（仮想擬似映像）のように次々
イメージ像として想起される。松果体は思春
期以降に退化するが、人により退化せず直観、
予知、透視能力が授かる人もいる。

最近の脳内機器の急速な進歩により、今ま
でブラックボックスだった脳の働きにも光があ
てられるようになった。特に特異能力で注目す
るのは、古い皮質から延びている快感中枢に
ある「A10神経」である。
「A10神経」はドーパミンの流れを制御する

働きがあり、薬物や過度の脳内刺激を受け制
御が外れると、「A10神経」からドーパミンが
多量に放出され常軌を逸した行動をとるよう
になる。

極度の苦痛や生死をさ迷った体験者とか、
重篤の病気や災害や事故で意識を失い臨死体
験をした人などは、その際に脳内の制御がは
ずれ苦痛を和らげるために「A10神経」から自
動的に大量のドーパミンという脳内麻薬物質
が放出され、それが一種の刺激剤となり、深
い意識から特異能力が授けられるとの説もあ
る。（B）

Ⅳ　大脳皮質の活動について
内外の霊視能力者、瞑想者、霊媒者や一般

者等の大脳活動について、病院の脳神経外科
の協力を得て「光トポグラフィー」測定機を使
用し、1年余（23回）実験測定を行った。「光ト
ポグラフィー」は、視覚、運動などの神経を司
る大脳皮質の活動を頭皮の外から赤外線を照
射し、血流のヘモグロビンによる神経活動を
リアルタイムで計測、コンピュータと連動した
測定機器である。
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図2　脳内のA10神経
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（3）磁力による幻覚説
鉱物には岩石磁力（rock�magnetism）とい

う、主に残留磁気を含む岩石があるという。
火山が噴火して地上で固まった溶岩や海底

に沈殿した土砂の中には磁気を帯びた粒子が
あり、磁鉄鉱を含む花崗岩などもその類であ
る。これらの岩石から発生する磁力の乱れが、
人間の脳の神経回路を流れるイオンの微弱な
電流に作用して、思考に乱れを生じさせ幻覚
を引き起こすという説である。だが、この説も
被災地の浜辺では、人に幻覚を及ぼすほど強
い磁力の影響があるとは思えない。海岸の補
修作業をしている人たちは、いつも幻覚を引
き起こさねばならない理屈になるだろう。

（4）電圧効果幻覚説
カナダのローレンシア大学のマイケル・

パーシンガー博士の実験によると、脳に電気
刺激を与えると、右脳左脳の役割分担が崩れ、
体外離脱や神秘体験、幻覚などが起きるとい
う説がある。

あるテレビ番組では、幽霊の目撃者が多い
という兵庫県の六甲山で実地実験を行った。
その結果、地下深くに密集する断層の「圧電効
果」による地磁気の乱れから、脳の側頭葉の神
経細胞に異常な電圧が生じて、幻覚、幻像が
生じたという。いわば自然界で生じる磁気干
渉が、あたかも霊姿目撃の幻像を起こすとい
う論拠である。この説は一見科学的根拠を示
しているかのように思われる。

この東北の巨大地震は、確かに海底の活断
層の変動により、地磁気が乱れ脳に幻覚を生
じ霊姿目撃者が多いと考えられ無くはない。と
は言え、被災地では、誰しもが幻覚を見る訳
ではない。霊姿目撃の要因は他にあると考え
ている。

その他に幻覚、幻視は統合失調症や薬物中
毒者にも見られるが、被災地における霊姿目
撃には、それを除外する。

Ⅱ　霊姿現象についての考察
目撃証言は次のように様々である。

・�日没頃に瓦礫の中で小さな女の子が親を探
しているような姿が視えた。（瓦礫撤去の作
業員）

・�夜に津波で瓦礫となった車の中を覗いて歩
く子供連れの女性が現れた。（宗教家）

・��死んだ従兄弟が焼け跡にいた。（会社員）
・��夜に老夫婦の亡霊が歩道に立っていた。（警

備員）
・�夜に仮設住宅でおじさんを視た。（親族を津

波で亡くした10代の女の子）
・��夜中に一人の女性が手を挙げるので車に乗

せて走り始め、しばらくして後を振り向くと
誰もいなかった。（タクシー運転士）

等々、まだまだ目撃談も様々ある。

（霊姿の目撃場所）
・��津波の被害があった浜辺
・��津波にあった家や車の瓦礫の中
・��津波で流された墓地
・��非難場所の丘の途中道路
・��仮設住宅
・��市街地の銀行、商店街　等々

（場所での因果関係）
筆者は、優れた霊視能力者の同行を得て、

関東近県の20か所で霊姿目撃と場所との因果
関係の調査、検証を行ったことがある。

自殺、心中、殺人現場、墓地跡、処刑場跡、
ダム、トンネル、沼地、湖、他に戦災地、震
災地などである。いずれも非業の死を遂げた
場所である。不条理に死んだ人々の無念さは、
その場に霊の念が残留すると言われている。
成仏できない自縛霊や浮遊霊という未浄化霊
が幽界に留まるという。成仏できない霊が供
養成仏を願って出没したり、また魔の踏切、
魔の交差点と呼ばれる事故多発地点では、人
を引き込む邪霊などが霊視できるという。

被災地で霊姿現象を考察すると、突然の事
態で未だ死を自覚できずにいる犠牲者の霊（意
識体）が供養成仏を願って、その場にいる人の
波動と同調したとき、霊姿を見せるのではな
いかともいわれる。
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被災者の肉親が津波で亡くなり、家の中で
愛する肉親の霊姿を目撃するケースなどは、
会いたいという感情が募って何らかの陰影に
錯覚することはあり得ない話ではない。だが、
愛する家族と再会したいと念じて、仮にその
人の姿が視えたとするならば、恐怖心による
目の錯覚とは考え難い。

（2）暗示幻覚説
肉親が臨終の際に枕元に立つという話はよ

く耳にする。眠気を催し微睡状態になると非
暗示性が亢進する。半分目が覚めて周囲の状
況を大体把握しているのに、生々しい現実感、
恐怖感がともなった夢を見ると、幻視や幻覚
が生じるという説がある。

催眠暗示による霊視の再現実験を試みた。
霊姿目撃のない被験者（女性）に催眠をかけ、
術者が「霊が見えます」と暗示を与え、再び後
催眠暗示により目を開けさせ「目の前に霊姿が
見えるか」という実験である。

その結果、確かに実在しないのに「霊姿が見
える」という。いわば夢見の浅い意識低下状態

（トランス）では、普段は意識に上らない潜在
意識の記憶情報が幻視を生じさせるのだとい
う。従って、脳内の潜在意識がつくり出した
暗示幻覚説はあり得ないことでもない。

とは言え、この説だけで全ての霊姿目撃が
論証できるとは思えない。

さらなる検証として、霊視能力があると思う
一般女性（40代の主婦）による霊視実験も試み
た。場所はある公園の広場であるが、女性は
その場の因果を知る由もない。実は鎌倉時代
の“合戦の場”で、今は自殺者の霊が出るとい
う噂高い場所である。ここで視えたこと、感
じたことを報告してもらった。だが意外にも被
験者は「ここは合戦に負けた武士の処刑場で、
いま群衆が木立から覗き込んで見ている」とい
う。視える状況を絵に描いてもらったのが下
図である。

後日、郷土史家に訊くと、まさに女性の霊
視通りであった。因みに、その場所の案内書
には昔の事実は何も記載されていない。霊視
は時空を超えている。

先のように、嫁ぎ先の娘の夢枕に父親が現
れたケースは、まさに臨終時と同時刻だったと
いう話もあり、全て幻覚説だとする論拠にも無
理がある。

写真1　パレイドリア（pareidolia）

写真２　催眠暗示幻覚実験

図1　処刑を取り囲んで見る群衆



霊姿現象について

多数の命を奪った東日本大震災から三年目。
突然大切な人を失った人々の悲しみの思いは、
今も変わりなく募らせる。被災地では、「霊を
見た」「行方不明の母さんと再会した」「浜辺で
歩く大勢の亡霊を見た」、さらには行方不明の
肉親が「早く見つけてくれ、埋葬してくれ」と
枕元に現れたという。今も2,636人が行方不明
になっており、その家族の心の中では、生き続
けていることだろう。こうした被災地での様々
な声をテレビ、新聞が報じた。

2013年夏、NHKスペシャル「亡き人との“再
会”」では、生々しい霊姿の目撃証言などの声
を放送、大きな反響を呼んだ。好意的意見も
多く寄せられたが、それとは裏腹に怪談や迷
信、オカルトだとか、科学的に実証されてな
いものをなぜ取り上げるのか、との批判的な
声も聞かれた。唯物論的な思考しかできない
偏狭な人たちは、霊姿目撃などあり得ず非科
学的なことと一笑に伏されるであろう。

しかし霊姿目撃の事例は、国籍、人種、宗教、
教育、年齢を問わず多数報告されている。

現実を直視せず非科学的だと頭から否定す
ることこそ思考停止と言わざるを得ない。

人は誰でも必ず死ぬ運命にある。然るに“死
後の存続”の究明は“生と死”の意義を考える
証ともなる。災害をきっかけに事実を収集し
て真実を究明し、亡き人の声に耳を澄まして、
遺族の方々の“心のケアー”について考えるの
も意義ある事だと思う。

Ⅰ　霊姿現象の諸説について
霊姿現象とは、生霊や死霊および近似死状

態、臨死体験において霊の姿を目撃する、い
わゆる幽霊譚に見られる広義のゴースト現象
をいう。

地震、津波で突然最愛の人を失った家族に
とってはその事態を受け難く、その人々の悲痛
な感情は今も計り知れないものがある。心の
中で処理されない多くのさまざまな感情は霊
の投影との見方もできよう。だが霊姿の目撃
者は被災者とは限らない。地域以外の人たち
の中にも目撃者は存在する。ただし、現実に
見たモノが事実であっても、事実と真実とは
違う。錯覚や幻覚、幻視などもあり得る。霊
姿目撃は真実なのか。死後も霊魂は存続する
のか･･･霊姿現象に関する様々な仮説から考え
てみたい。

（1）目の錯覚説
“幽霊を見たり枯れ尾花”といわれるように、

心理的な恐怖感からの誤認や錯覚する事を精
神医学用語ではパレイドリア（変像機能性幻
覚）という。古壁のしみや木陰が顔や姿に見え
たりするように見間違うことだが、対象物に対
して誤った感覚や認識を得るのが錯覚であり、
存在しない対象物を存在すると見なしてしま
う幻覚とは区別される。
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